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　ビジネスの３要素は［ヒト］［モノ］［カネ］と言われ
ますが、地域ブランドでは下の図のように、［ヒト］［モ
ノ］に［コト］が加わることで、それ自体が［ブランド］
となり［カネ］を生み出します。
　分かりやすく例で説明しましょう。例えばＡＫＢ48で
いえば、［ヒト］は渡辺麻友や指原莉乃といった構成メン
バー、そして［モノ］は楽曲や映像を収めたＣＤ・ＤＶＤ、
ポスター・写真集等の商品になります。こうしたＡＫＢ
48の人気を支えているのは、その背景にある“会いに行
けるアイドル”といったコンセプト、選抜総選挙、じゃ
んけん大会などの［コト］になります。こうしたＡＫＢ
48の［ヒト］［モノ］［コト］が一体となって、ＡＫＢ48
という［ブランド］になり、経済効果250億円という［カ
ネ］を生み出しているのです。
　では、［ヒト］［モノ］［コト］を具体的にみていきましょ
う。最初の［ヒト］は分かりやすく言うなら商談力、営
業力・販売力だと捉えると良いでしょう。商品力（知名度）
がない商品を売っていくためには、やはり営業力や販売
力で売っていかなければなりません。その一方で商品に
知名度があったとしても、トラブルがあった場合は商談
力でカバーしなければなりません。強いブランドは人間
力に支えられています。
　続く［モノ］はズバリ商品力。以前にもご紹介させて
いただきましたが、商品のターゲット（こんな人に）、利
用シーン（こう食べて欲しい）が商品コンセプトとなり、
食品であれば① アイテム（種類）、② 機能（役割・働き・
デザイン）、③ サイズ（大きさ・量）、④ 用途（自家用・
ギフト・デイリー・ハレの日）、⑤ テイスト（スタイル・
味・風味）。⑥ 価格（消費者が買う価格）という６つの
特性で表現されます。そして、この商品コンセプト・６
つの特性に合ったストア・コンセプトの販路と結びつい
ていきます。
　そして、その商品が持つ背景やストーリーが［コト］
になります。分かりやすい例で説明すると、食品を試食
する時に、地域の年輩の方はまず食べてみて美味しかっ
たら「美味しいね」と評価します。一方で都市部の方々は、
まずパッケージやラベルの説明を確認してから食べてみ
て「なかなか美味しいね」と言います。まさに“ワイン
型消費”ともいえる行動なのですが、商品の裏側の［コ
ト］（背景・ストーリー）までを楽しんでいるのです。こ
うした［コト］は、地域資源（自然・歴史・偉人・建築物）、

暮らし（食材・伝統食）、作り手が持つストーリー、商品
開発エピソード（キッカケ・苦労談）等が生み出します。
　このように、［ヒト］［モノ］［コト］が［ブランド］を
生み出すのですが、高額商品の［ブランド］は、［コト］
で一番重要なとなる“地域”との相性がとても良いのを
ご存じでしょうか？　具体的にはボルドーのワイン、シャ
ンパーニュ地方のシャンパン、ベルギーのチョコレート、
米沢牛・松阪牛・神戸牛といった具合です。皆様も是非
【いわき＋○○○○】というブランド商品を生み出してみ
てはいかがでしょうか？
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平成23年には『バイヤーズ・ガイド』を事業会社として独立させ、
株式会社バイヤーズ・ガイドの代表取締役社長（編集発行人）
に就任し現在に至る。
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